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平成 24年産以降の稲及び麦に由来する副産物の取扱いについて 

 

このことについて、平成 24 年 9月 7日付け 24生産第 1618号をもって、農林水産省生産

局農産部穀物課長から別添写しのとおり通知がありました。貴会関係者に周知方よろしく

お願い申し上げます。 

このたびの通知は、平成 24年産以降の稲及び麦に由来する副産物のうち、米ぬか、脱脂

ぬか、ふすま及び麦ぬかを飼料等に利用する場合の管理の考え方は、下記のとおりとする

ので、稲及び麦の副産物の円滑な流通・利用を図る観点から、本会会員に対し、引き続き

適切な取扱いについて指導を依頼されたものです。 

 

記 

 

１ 基本的な考え方 

  平成 24年産以降の稲及び麦に由来する副産物のうち、米ぬか、脱脂ぬか、ふすま及び

麦ぬかを飼料等に利用する場合の管理の考え方は、基本的に平成 23年産と同様の取扱い

とする。 

  具体的な取扱いは別紙3に掲げる通知に基づく平成23年産の取扱いに準じることとし、

その概要は別紙 3のとおりである。 

  ただし、加工係数を活用して副産物中の放射性セシウム濃度を推計する場合は、２に

より対応する。 

 

 



２ 推計に用いる玄米及び玄麦中の放射性セシウム濃度の取扱い 

  平成 24年産以降の稲及び麦に由来する副産物中の放射性セシウム濃度について、加工

係数を活用して推計する場合、玄米及び玄麦中の放射性セシウム濃度は、関係都県が公

表した検査結果を用いる。 

  なお、当該検査結果が 

 （1）検出限界値（スクリーニング法の場合は測定下限値。以下同じ。）未満の場合は検

出限界値 

 （2）検出限界値以上、定量下限値未満の場合は、当該検査結果 

 を用いることとする。 

  平成 23年産米に由来する米ぬかについては、定量下限値未満の玄米の濃度は「定量下

限値の 1/2」として推計に用いることとしてるが、平成 24年産以降の米に由来する米

ぬかについては、（1）及び（2）のとおりとする。 

以上 
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